
貯蓄する労働者

○ 〔規範と経験〕 規範

あり，経験（ ）と

験とは区別されるべきもの

（ ）とは人間の行為・判

は人がやってみて得られたも

であるが，経済学者達はやや

真 鍋 能 章

断の依拠すべき基準で

のである。規範と経

もすると，規範と同じ

ように社会はつくられてい

経済学のうちで，古典派は

る際に効用を得る消費者の

もっぱら対象としてきた
）
。

るように，古典派の生存水

典派の合理的な消費者，ケ

討を迫るものである。

ると考えがちであった。社会

労働の生産物とその分配を，

行動を，ケインズ派は総需要

わが国における貯蓄する労働

準の賃金（ マルクスの「労働

インズ派の有効需要の原理な

の経済過程を分析する

新古典派は財を消費す

と生産・所得の関係を

者の登場は，以下に見

力の再生産費」），新古

ど鍵となる諸概念に検

なお，以下で採り上げる

また，古典派のうちでは，

きたマルクス派を採り上げ

各学派の議論は，標準的なテ

わが国において長年にわたっ

る。

．経 験

キストのものとする。

て強い影響力を持って

〔可処分所得の比較〕

から，国民可処分所得の構

て見てみよう。表１による

台から８割強を占めている

（ ）

まず，経済企画庁『国民経

成，すなわち居住者の処分可

と，家計の可処分所得が常に

のに対して，非金融法人企業

済計算報告（年報）』

能な所得の構成につい

国民可処分所得の７割

・金融機関の可処分所



得は１割強以下，

立命館経済学（ 巻特

一般政府は２割強以下に過ぎ

表１ 国民可処分所得

別号２）

ない。

の推移
（単位 億円，％）

年

非金融法人

一般政府

対家計民間

家計（個人

年 年

企業および金融機関

非営利団体

企業を含む）

年 年 年

国民可処分

（出所） 経済
成６年

（注１） それ
（注２） 可処

上で見た家計の

所得

企画庁編『国民経済計算報告』長期遡及主要
）， 年，経済企画庁編『国民経済計算年
ぞれの上段は金額，下段は構成比である。
分所得 すべての経常収入 すべての経常移

可処分所得は，消費と貯蓄に

系列（平成２年基準 昭和 年 平
報』平成 年版， 年より作成。

転の支払

分かれる
）
。ケインズ派において

年

家計最終消

家計可処分

は，可処分所得に

ついて安定的であ

表２ 平均消費性向の推移

年 年

費支出（名目）

所得

占める消費支出の割合を示す

るとされるのだが，表２，表

（その１）
（単位 億円）

年 年 年

平均消費性向は長期の時系列

３が示すように，わが国の経

に

験

平均消費性

（出所） 表１
（注１） 家計
（注２） 家計

者家計

（ ）

向 （％） ×

と同じ。
の可処分所得には，個人企業が含まれている
最終消費支出 国内家計最終消費支出＋居住
の国内での直接購入

。
者家計の海外での直接購入 非居住



は高度経済成長期を経て平

表３

貯蓄する労働者（真鍋）

均消費性向が急速に低下した

平均消費性向の推移（その２）

ことを示している。

（単位 円）

年 年

消費支出

可処分所得

平均消費性向 （％）

（出所） 総務庁『家計調査総
昭和 年版，平成６年

（注１） いずれも，勤労者世
（注２） 年， 年の調

年 年

×

合報告書 昭和 年』，総務庁『家計調
版，平成 年版より作成。
帯の年平均１か月間の値である。
査世帯は，「全国」ではなく「全国の都市」

年 年

査年報』昭和 年概況，

である。
（注３） 可処分所得 実収入

〔勤労者世帯の場合〕

報』から，勤労者世帯の消

の支出に占める「実支出」

と減少するが，これは，直

の構成比が 年の ％

中心は ％から ％へ激

非消費支出

次に，サンプル調査である

費と貯蓄を見てみよう
）
。表４

の構成比は， 年の ％

接税や社会保険料を除いた，

から 年の ％へと減少

減した食料費と， ％から

総務庁『家計調査年

によると，勤労者世帯

から 年の ％へ

生活費である消費支出

したからである。その

％へと変化した被

服及び履物費である。逆に

通信費（ 年 ％）と教

「実支出以外の支出」，すな

年の ％から 年の

金を含む）から ％へと急

生活水準の高低を表すと

その構成比を高めたものは，

育費（ 年 ％）である。

わち資産の増加，負債の減少

％へと激増するが，そ

増した預貯金である。

されるエンゲル係数は，消費

表にはないが，交通・

他方，支出に占める

を伴う支出の構成比は，

の中心は ％（保険掛

支出に占める食料費の

割合で示される。消費支出

水準から 年の 以下

されたといえよう
）
。

なお，表５は，勤労者世

のである。その多くは金融

（ ）

に占める食料費の割合は，

の水準に低下しており，わ

帯の実収入と実支出との差で

資産純増であるが，このうち

年の を越える

れわれの貧しさは克服

ある黒字を分析したも

貯蓄純増（預貯金純増



年

支出総額

立命館経済学（ 巻特

表４ 勤労者世帯の支出

年 年

別号２）

の推移
（単位 円，％）

年 年 年

実支出

うち消費

うち

支出

食料費

実支出以外

うち預貯

住居費

被服及び履物費

の支出

金

保険

繰越金

エンゲル係

（出所） 総務
平成６

（注１） それ

掛金

数（％）（食料費／消費支出）×

庁『家計調査総合報告書 昭和 年』，総
年版，平成 年版より作成。
ぞれの上段は金額，下段は構成比である。

務庁『家計調査年報』昭和 年版，

（注２） いず
「消費支

（注３）
（注４）

＋保険純増）は，

％と最も高く

（ ）

れも，勤労者世帯の年平均１か月間の値で
出」の内訳，「実支出以外の支出」の内訳は
年， 年の調査世帯は，「全国」ではなく
年の預貯金 円（ ％）は，「貯金＋保険

年にはマイナスであり，

なる。他方，土地家屋借金純

ある。ただし，「実支出」あるいは
，一部の項目である。
「全国の都市」である。
掛金」の数字である。

その後プラスに転じ 年に

減は， 年以降の構成比で

は

，



表

年 年

貯蓄する労働者（真鍋）

５ 勤労者世帯の黒字の推移

年 年

（単位 円，％）

年 年

可処分所得

黒 字

金融資産純増

貯蓄純増

預貯金純増
…
…
保険純増
…
…

有価証券純購入

土地家屋借金純減

黒字率 （％） ×

（出所） 表３と同じ。
（注１） いずれも，勤労者世

部の項目である。また
の値である。

（注２） 年， 年の調
（注３） 可処分所得 実収入

帯の年平均１か月間の値である。ただし，
， 年の有価証券純購入は，「有価証券純

査世帯は，「全国」ではなく「全国の都市」
非消費支出

「黒字」の内訳は，一
購入＋その他の純増」

である。

年に ％と最も低く，

変化の背後には，可処分所

ずか ％から 年の

〔貯蓄の比較〕 最後

家計の貯蓄を他部門の貯蓄

（ ）

年に ％と最も高く

得に占める黒字の割合を示す

％への急上昇がある。

に，経済企画庁『国民経済計

と比べてみよう。可処分所得

なる。これらの構成比

黒字率の， 年のわ

算報告（年報）』から，

の処分を示す表６によ



ると，民間あるい

に貯蓄は 年の

にはその額におい

立命館経済学（ 巻特

は政府の消費はその構成比で

％から 年の ％へ

ても減少した。

別号２）

増大傾向を示すが，これとは

と大きく低下しており，

逆

年

民間最終消

政府最終消

貯 蓄

表６ 可処分所得の

年

費支出

費支出

処分
（単位 億円，％）

年 年 年

国民可処分

（出所） 経済企
平成 年

表７は，上の貯

年の ％を

合は 年の

一般政府が占める

にまで低下する。

所得の処分

画庁『国民経済計算報告』昭和 年基準改
版より作成。

蓄の内訳を見たものである。

ピークに１割台，２割台の水

％をピークに 年のマイナ

割合は， 年に４割を越え

これに対して，その貯蓄額が

訂，経済企画庁『国民経済計算年報』

非金融法人企業が占める割合

準にあり，金融機関が占める

スの値にまで低下する。また

たが， 年には１割強の水

増え続けた家計の占める割合

は

割

，

準

は

非金融法人

金融機関

一般政府

対家計民間

表７ 貯蓄の制度部門

年

企業

非営利団体

別構成
（単位 億円，％）

年 年 年

家計（個人企

合

（出所） 表６と

（ ）

業を含む）

計

同じ。



年の ％から出発し

にある。

なお，表８は，国民経済

貯蓄する労働者（真鍋）

て，変動はあるが 年には

計算の所得支出勘定からそれ

％と最も高い水準

ぞれの支払に占める貯

蓄の割合を見たものである

年の ％をピークに１割

％をピークに 年のマ

払に占める貯蓄の割合は，

は ％にまで低下した。こ

低下傾向を示し， 年に

表

）
。非金融法人企業の支払に占

台，２割台の水準にあり，金

イナスの値にまで低下する

年には３割を越える水準

れに対して，家計では

は ％の水準にある。

８ 支払に占める貯蓄の割合

める貯蓄の割合は

融機関では 年の

。また，一般政府の支

にあったが， 年に

年の ％をピークに

非金融法人企業

／ ×
金融機関

／ ×
一般政府

年 年

（単位 億円，％）

年 年

／ ×
対家計民間非営利団体

／ ×
家計（個人企業を含む）

／ ×

（出所） 表６と同じ。
（注 ）「 」は貯蓄の額，「 」は支払の額，「 」は支払に占める貯蓄の割合（％）である。

〔労働力の再生産費〕

「労働の生産物」であると考

（ ）

．規 範

マルクス派は，古典派の伝

え，賃金は労働力の再生産

統に従って生産物とは

費，これを越える利潤



部分はこの労働者

す労働力の再生

「剰余価値」と

立命館経済学（ 巻特

が投じた労働の搾取から生

産費とは「労働力の価値」，

マルクスが呼んだものであ

別号２）

じると教える（図１
）
）。賃金を

労働の搾取から生じる利潤と

る
）
。 マルクスにおいては，

指

は

賃

金は労働力の再生

よる貯蓄などは想

必要な水準に決ま

応している
）
。

産費すなわち労働者そのもの

定されていない
）
。これは，古

ると考え，労働者による貯蓄

図１

の生産費であるので，労働者

典派が，賃金は労働者の生存

などは想定しなかったことに

に

に

対

マルクス派は，

ではないのだが，

れると考え，個人

このためマルクス

関係から労働者階

社会のすべての資産が生産

分配すなわち所得は生産手段

と法人への各種資産の分布に

派は，ややもすると，一方で

級の貧困化を説明し，他方で

手段（機械や原材料）であるわ

の所有・非所有によって決定

よって決定されるとは考えな

資本家と労働者の搾取・被搾

は資本家と労働者との間の闘

け

さ

い。

取

争

が労働者の生活水

〔効用の最

から生じる「効

（図２）。ここでい

算が正確であり，

消費者は２つの

準を左右すると説明しがちで

大化〕 新古典派は，合理的な

用」（満足，満足度）を最大に

う「合理的な消費者」とは，

効用を最大にするような決定

財の消費からそれぞれ効用を

あった。

消費者というものは，財の消

するような決定を行うと教え

嗜好が一貫しており，費用の

を行う消費者である
）
。

得ており，２財から得た消費

費

る

計

者

の総満足が同一の

組合せが無数に存

別曲線上で， を

く（限界効用逓減

制約された下での

（ ）

水準にあるひとつの「無差

在する。無差別曲線は原点に

同じ量ずつ増やしていくと

の法則）。他方，「予算（制約）

消費の組合せを示すもので

別曲線」上には，財 と財

対して凸であり，ひとつの無

， の増加分は小さくなって

線」とは，予算がある大きさ

ある。例えば， 円の予算

の

差

い

に

で

0 86

労働の生産物�

労働時間�

賃　　金�
（労働力の価値）�

利潤�
（剰余価値）�



円の財 個と 円の財

（円）× （個）＋

― ＋

貯蓄する労働者（真鍋）

個を購入する場合は，次の

（円）× （個） （円）

ようになる。

＋

異なる満足度の複数の無差

の消費量が多いので満足度

に接するものが選ばれる。

別曲線のうちでは，原点から

は高く，無数に描き得る無差

図２

より遠い曲線の方が財

別曲線の中から予算線

家計支出を分析してきた

は消費支出のことか，それ

者は，ここに至って，「効用

とも，預貯金など（総支出と

」の生じる財の消費と

はいわないとしても）を

含むものかと疑問を抱くか

来の消費のための貯蓄」で

の理論を基礎に展開される

る効用と退役時代の消費か

の消費と貯蓄を決定する。

無差別曲線が描かれるので

もしれない。新古典派におい

あり，異なる時期にわたる消

。すなわち，消費者は，現役

ら得られる効用の合計が最大

「現役時代の消費」と「退役

，現役時代の貯蓄から得られ

ては，貯蓄もまた「将

費計画が，消費者行動

時代の消費から得られ

になるよう，現役時代

時代の消費」によって

る効用などは排除され

ている。

〔企業の所得〕 最後

係，家計の貯蓄と企業の貯

資本家が搾取によって得

会社である法人を現代の資

（ ）

に，各学派における家計の所

蓄との関係を確認しておきた

た利潤を再び投資すると考え

本家と見なして，貯蓄は企業

得と企業の所得との関

い。

るマルクス派は，株式

が行うものと想定する。

O
2 5

X（個）�

Y（個）�

無差別曲線�

予算線�

Q6

10



マルクスの時

の『資本論』にお

から再投資するも

立命館経済学（ 巻特

代には，株式会社形態の利用

いては，法人ではなく自然人

のと想定されている。これ

別号２）

は一般的ではなかったので，

である資本家が利潤（剰余価

に対して現代では， マルク

そ

値）

ス

のいう「資本家」

段を所有する個人

新古典派では，

の収益性だけであ

て低下すると想定

の限界収益率が利

る内部資金の資本

，すなわち搾取によって得た

は，むしろ稀（まれ）な存在

貯蓄は個人が行い，その投資

る（図３
）
）。投資の限界収益

されているので，企業の純所

子率に一致するときの投資で

コストについては，資金市場

利潤を自ら投資し，自ら生産

であろう。

にあたって問題となるのは投

率は，投資が増えるにしたが

得が最大になる投資とは，投

ある
）
。なお，手持ちの資金で

で決まる市場利子率が自己資

手

資

っ

資

あ

金

の資本コストになるという
）
。

図３

ケインズ派は，

は総需要の水準に

４の， は財に

物価が一定とされる下で，一

よって決定されると教える

対する総需要， は生産量

国の生産あるいは所得の大き

（有効需要の原理）。すなわち，

（あるいは所得）， は消費支出

さ

図

，

は所得がゼロの

資支出（一定と仮

析するのは，総需

潜在生産量を基準

過剰問題などは登

（ ）

ときの消費水準（ ＞ ）， は

定）， は均衡水準を示す点で

要が総供給と比べて不足する

に総需要の側が変動すると想

場しない。また，図から明ら

限界消費性向（ ＞ ＞ ）， は

ある
）
。ケインズ派が主として

状態であり，ケインズ派では

定されているので，供給能力

かなように，ケインズ派は，

投

分

，

の

生

O 投資�

利子率�

限界収益率�



産 と同じ家計の所得 が

一方では，家計所得以外の

では，可処分所得とは異な

貯蓄する労働者（真鍋）

，消費と貯蓄に分かれると

所得，すなわち企業の所得は

る要素所得（一次所得）の分配

考えている。このため，

無視されており，他方

や再分配を分析する

必要が生じない
）
。

図４

〔労働の対価〕 家計

．主 張

調査でいう「消費支出」とは，いわゆる生活費のこ

とであり，日常の生活を営

支払った金額である。マル

味する「労働力の価値」で

低下に伴い，労働力の価値

の対価を意味する「労働の

の構成比低下が，直接に賃

むに当たり必要な商品やサー

クス派のいうように，賃金が

あるならば，食料費を中心と

は低下せねばならない
）
。これ

価値」であるならば，食料費

金の水準を左右することはな

ビスを購入して実際に

労働力の再生産費を意

する消費支出の構成比

に対して，賃金が労働

を中心とする消費支出

いように思われる
）
。

同様に，マルクス派のい

そのものの生産費と見るな

とはない。これに対して，

ある貯蓄を賃金に求めても

〔必要による決定〕

（ ）

うように，賃金を労働力の再

らば，投資の源泉である貯蓄

賃金を労働の対価と見るなら

差し支えないように思われる

人は，あれこれの財を，新古

生産費すなわち労働者

が賃金に求められるこ

ば，投資支出の源泉で

。

典派の「合理的な消費

O
45°� Y

AD AD=Y

E AD=cY+C+I

C=cY+CC+I

C



者」のようにその

の必要性によって

活上の必要からそ

立命館経済学（ 巻特

消費から得る効用（満足）に

評価するか
）
。生活上の必要か

の消費を決定する者は，効用

別号２）

よって評価するか，それとも

らその消費を決定する場合や

の最大化を第一義の目標とす

そ

生

る

ようには見えない

逓減」は，ある狭

それでは，新古

あろうか，それと

は，現役時代の貯

ムエルソンは，貯

れば，財の交換比

）
。また，仮に「効用」概念

い範囲でのみ当てはまるもの

典派のいう「効用」の生じる

も預貯金などを含むもので

蓄から得られる効用などは

蓄を消費支出の「奢侈的項目

率を意味する相対価格を所

を認めたとしても，「限界効用

のように思われる
）
。

財の消費とは消費支出のこと

あろうか。「時間選好」におい

排除されていたのだが，

」に入れている
）
。新古典派に

与として，「必需品」とはその

の

で

て

サ

よ

需

要が所得の増加よ

の増加よりも早い

・通信費が奢侈品

金が奢侈品で消費

現在の預貯金のた

を得ることはない

家計支出の分析

りも遅い速度で増加する財

速度で増加する財である
）
。す

で食料費が必需品なのであろ

支出が必需品なのであろうか

めの支出からもまた効用を得

のであろうか
）
。

は，「必要」によって支出が

，「奢侈品」とはその需要が所

でに見た，消費支出の中の交

うか，それとも総支出中の預
）
。言い換えるならば，消費者

るのであろうか，それとも効

決定されるのであれば，戦後

得

通

貯

は，

用

過

程における食料費

の上昇が説明でき

〔源泉とそ

と想定して良いか

蓄を無視して良い

表９は，国民経

や消費支出の構成比の低下，

ると示唆するように思われる

の背景〕 最後に，マルクス派

，あるいは，新古典派やケイ

かについて検討してみよう。

済計算から非金融法人企業

交通・通信費や預貯金の構成

。

のように貯蓄は企業が行うも

ンズ派のように企業の所得や

の資本調達勘定（実物取引）を

比

の

貯

見

たものである。表

あり，「蓄積」中

ただし，「貯蓄投

定のバランス項目

資本家が搾取し

（ ）

の上半分は「蓄積」の項目，

の総固定資本形成と在庫品増

資差額」は，資本調達と蓄積

である。

た利潤を再び投資すると考え

下半分は「資本調達」の項目

加の合計は総資本形成である

の差額（貯蓄―投資）であり，

るマルクス派は，企業を現代

で

。

勘

の



表９

貯蓄する労働者（真鍋）

資本調達勘定（非金融法人企業

年 年

）
（単位 億円，％）

年 年

総固定資本形成

在庫品増加

土地の購入（純）

貯蓄投資差額

総蓄積

貯蓄

固定資本減耗

資本移転等（純）

総資本調達

（出所） 表６と同じ。
（注 ） 実物取引の数字であって，金融取引の数字ではない。

資本家と見なして投資の源

法人企業は 年を除いて

投資超過である（総固定資本

耗＋資本移転等（純））。

利子率の水準が投資を左

れる家計の所得が消費と貯

泉を企業の所得からの貯蓄に

年， 年， 年のい

形成＋在庫品増加＋土地の購入

右すると考える新古典派，あ

蓄に分かれると考えるケイン

求めるのだが，非金融

ずれも貯蓄投資差額が

（純）＞貯蓄＋固定資本減

るいは「 」と表記さ

ズ派は，投資の源泉と

しての企業所得（からの貯蓄

況下（ 年）の総固定資本

ると 兆円）は，非金融法人

兆円でほとんど賄われてい

なお，以上の「貯蓄」は

（ ）

）を無視するのだが，非金融

形成 兆円（在庫品増加，土

企業の貯蓄 兆円と固定資本

る。

フローの数字であるが，スト

法人企業における不

地の購入（純）を合計す

減耗 兆円の合計

ックにまで目を向ける
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表 残高が減額した主

年 年

別号２）

な項目
（単位 億円）

／（倍）

ならば，興味深い

作成したものであ

土
株
日

日

株
正

（出

ことがわかる。表 は，国民

り，上段は「有形資産」と

地
式

銀貸出金

銀借入金

式
味 資 産

所） 表１と同じ。

経済計算の資産・負債残高か

「金融資産」の項目，中段は

ら

「負

債」の項目，下段

中の再生産不可能

兆円から

価値は 兆円か

兆円が失われ

の影響をその視野

賃金を労働力の

は「株式・正味資産」の項目

有形資産である土地の価値

兆円へと 兆円減少（

ら 兆円へと 兆円減少（

た。経済学の各派は，投資に

に入れてきたか
）
。

再生産費とみなすマルクス派

である
）
。表によると，有形資

は， 年から 年へかけ

倍），また，金融資産中の株式

倍）し，バブル崩壊後，合

与えるこのようなストック変

にとっては，勤労者が資産価

産

て

の

計

動

値

の増大を前提に土

利子率の水準が投

は，投資が土地や

たであろうか。総

っては，土地や株

化し，供給能力が

地を購入するなど（住宅ロー

資量を左右すると考える新古

株式の資産価値の変動によっ

需要の水準が生産・所得を決

式の資産価値の変動によって

変化するなどは想定外の出来

ン）は想定外の出来事であろ

典派の投資決定の理論におい

て変化するなどどこまで想定

定すると考えるケインズ派に

消費ばかりでなく投資が直接

事ではないか。

う。

て

し

と

変

○ 〔理性と感

は，規範と同じよ

ち砕くのに充分な

べきものと見るか

（ ）

情〕 以上見た，貯蓄が人生の

うに社会はつくられていると

ものがあった。あなたは，社

，それとも感情に基づいて組

目的であるような勤労者の登

考える経済学者達の先入観を

会を理性に基づいて組織され

織されたものと見るか。社会

場

打

る

は



理性に基づいて組織される

定の規範を押しつけがちで

と見る場合にも，「感情」

貯蓄する労働者（真鍋）

べきものと見る者は，ややも

ある。他方，社会は感情に基

とは自愛心（ ）を意味

すると社会に自らの特

づいて組織されたもの

するものか，博愛心

（ ）を意味するも

見る者は，ややもすると社

は，ある物を他の物と取引

に基づいて組織されたもの

われわれは，近代市民社会

ばならない
）
。

のか
）
。社会は博愛心に基づい

会に憐れみを請うことになり

する者の自らの利害に対する

であり，組織されるべきもの

を近代市民社会たらしめてき

て組織されたものと

がちである。もし社会

関心，すなわち自愛心

であると考えるならば，

た自由主義を擁護せね

） ここでいう「古典派

「搾取」概念すなわち剰

「新古典派」とは，

今日では，主にミクロ

ケインズに始まる

サムエルソンなど

て「新古典派総合」と

注

」とは， スミス， リカード

余価値説を発見した マルク

ジェヴォンズ， メンガー，

経済学において登場する学派であ

，主にマクロ経済学において登場

の現代のケインズ派は，新古典

称した。

， ミルの系譜であり，

スはその一変種である。

ワルラスの系譜であり，

る。「ケインズ派」とは，

する学派である。なお，

派の成果を統合したとし

） 国民経済計算と家計

囲は同じではない。

） 家計調査は，農林漁

の調査を行うもので，

は，住居と生計の二つ

） 生活水準の高低を表

豊かさの指標としては

割合が低下する一方で

た，この消費支出には

調査の，「可処分所得」，「消費」，

業世帯，単身世帯を除く全国の世

標本調査である。また，家計調査

をともにしている人々の集まりで

すとされる「エンゲル係数」は，

不充分なもののように思われる。

，増大した交通・通信費や教育費

，みせかけの支出（実支出以外の

「貯蓄」のそれぞれの範

帯を対象として家計収支

で対象とする「世帯」と

ある。

貧しさの指標であって，

消費支出に占める食料費

は，豊かさを示すか。ま

支出）である預貯金や保

険掛金，財産購入（例

低とは関係ないか。

） 国民経済計算の所得

貯蓄が残ったかを明ら

に資本調達勘定に接合

（ ）

えば自宅の購入）などは含まれな

支出勘定は，制度部門別に受取と

かにする。「貯蓄」はバランス項

されている。

いのだが，生活水準の高

支払の結果，どれだけの

目であり，制度部門ごと



） 図では，

分）は，捨

であって，

立命館経済学（ 巻特

生産物に移転された生産手段の

象されている。したがって，ここ

総生産物ではない。

別号２）

価値部分（使用された機械等の

でいう労働の生産物とは，純生

摩滅

産物

） 古典派の

競争の影響

との和に等

価値が生産

第９章），こ

とも，生産

されると考

門間の利潤

） マルク

伝統に従って部門間の利潤率の均

を受けて，その価値どおりには売

しい生産価格で売られるという

された後に，利潤率が均等化され

のようなことは起こるのだろう

された剰余価値を前提に部門間で

えるよりも，資本家が自らの資金

率が均等化されると考える方が簡

ス「資本論」，『マルクス エンゲ

等化を認めるマルクス派は，商

られず，支出された資本と平均

。 マルクスの想定によれば，

るのだが（『資本論』第３部第

か。どれほど剰余価値量が異な

価格水準が変動して利潤率が均

をより有利な用途へ転じる結果

明でわかりやすいように思われ

ルス全集』第 巻第１分冊，大

品は，

利潤

剰余

２篇

ろう

等化

，部

る

月書

店， 年

価値の資本

ルクス エン

章第１節〔

） リカー

ドウ全集』

に，「資本は

スラッファ

ページ），と

，第１部第２篇第４章第３節〔

への再転化は，資本の蓄積と呼ば

ゲルス全集』 巻第２分冊，大

ページ〕），という。

ド「経済学及び課税の原理」，

第 巻，雄松堂出版， 年，第

利潤から貯蓄される」（ リカ

編『デイヴィド・リカードウ全集

いう。なお， ミルは「生産

ページ以下〕。マルクスは，「

れる」（ マルクス「資本論」，

月書店， 年，第１部第７篇

スラッファ編『デイヴィド・リ

５章〔 ページ〕。リカードは

ード「マルサス経済学原理評注」

』第 巻，雄松堂書店， 年

者たちの肉体的必需品をこえる

剰余

『マ

第

カー

端的

，

，

とこ

ろのもの」

に含ませて

の報酬とな

ミル『経

ページ

） ステ

） 新古典派

古典派（

限界生産力

を，ミルのいう「貯蓄をなしうべ

はいるが，人を誘って貯蓄させる

り，資本の利潤と呼ばれるところ

済学原理』岩波文庫，第１分冊，

〕）

ィグラー『価格の理論（第４版）

の投資決定の理論は，ケインズ派

ケインズのいう「古典派」である

が資本資産の１期間における経

き財源」である一国の純生産物

誘因となるところのものは，資

の部分のみである，としている

岩波書店， 年，第 章１

』有 閣， 年， ページを参

の理解と対立するものではない

…引用者）では，基礎にある資

常収益を問題にするのに対して

の中

本家

（

〔

照。

。

本の

，

ケインズ

る予想収益

大学経済研

） ここでは

ロ経済学入

（ ）

の資本の限界効率は資本資産の

の系列を問題にしている（塩野谷

究所『経済学辞典』岩波書店，

，企業の投資が念頭に置かれてい

門』日本経済新聞社， 年，

全寿命を通じて得られると期待

祐一「資本の限界効率」，大阪

年）。

る（岩田規久男『ゼミナール

ページ）。

され

市立

ミク



） 倉澤資成『入門価格

） 廣松毅・ ドーンブ

出版， 年，

貯蓄する労働者（真鍋）

理論』第２版，日本評論社，

ッシュ・ フィッシャー『マクロ

ページ以下を参照。

年， ページ。

経済学（改訂版）』上巻，

） 消費と貯蓄に分かれ

である。国民経済計算

剰は，企業が他部門と

得（非企業部門）に分

（雇用者所得，営業余剰

移転の支払を控除せね

）「相対的剰余価値の生

めに，労賃の等価をい

される場合を想定して

るものは，家計についても，一国

では，一次所得（要素所得）であ

財産所得を受払する結果，雇用者

類される。これに対して可処分所

と，財産所得等の経常移転の受

ばならない。

産」を分析した マルクスは

っそう短時間に生産する諸方法に

いる（ マルクス「資本論」，

についても，可処分所得

った雇用者所得と営業余

所得，企業所得，財産所

得は，すべての経常収入

取）から，すべての経常

，剰余労働を延長するた

よって，必要労働が短縮

『マルクス エンゲルス全

集』第 巻第２分冊，

） わが国の終身雇用制

に，生産への貢献度を

対価」であるとは，古

れている。新古典派は

るのだが，その規定を

） ここでいう「必要」

準ではない（ ケイ

イツ労働者党綱領評注

大月書店， 年，第１部第５篇

下にある年功序列制賃金が，一企

無視するものであったなどとはい

典派の規定に戻るものではなく，

，賃金水準が労働の限界生産物に

どこまで受け入れるべきかという

は，消費決定あるいは支出決定の

ンズの消費性向もまた同様）。

（ゴータ綱領批判）』において，

第 章〔 ページ〕）。

業の全体についても，常

えない。賃金が「労働の

上のような意味で使用さ

よって決定されると教え

問題は残されている。

基準であって，分配の基

マルクスは，その『ド

人々が能力に応じて働く

労働者とされ，消費手

産主義社会（生産手段

分配の基準である。

） 例えば，ベッドタウ

を購入し，入学した学

れたので靴を購入し，

から財・サービスを購

消費から生じる効用の

ては，次のように解釈

段のみを労働に応じて，あるいは

の共有）について論じているが，

ンに居を構えたサラリーマンは，

生は，受講や卒業の必要から学費

洗 機が壊れたので洗 機を購入

入する。このような場合やこのよ

最大化などは，その決定の中に無

された。「…ある人の所得から引

必要に応じて受け取る共

そこでいう労働や必要は

通勤の必要から自家用車

を支払う。また，靴が潰

する者は，生活上の必要

うな者には，様々な財の

いように思われる。かつ

き出される満足は，生命

を支えるのに十分にな

ものとする。ある人の

『経済学原理』第１分冊

〔 ページ〕），と

） １年間という期間に

（ ）

った時に始ま」る。「すなわち

所得からの満足は ポンドで始

，岩波ブックサービスセンター

。

ついて財の消費量が増加したとし

ポンドで必需品が買える

ま」る（ マーシャル

， 年，第３篇第６章

ても，１月１日と 月１



日の食事の

り厳密には

は，次のよ

立命館経済学（ 巻特

効用には変化は見られない。「限

一回の食事についてのみ当てはま

うに想定されていた。「ある人が

別号２）

界効用の逓減」は，一日あるい

るもののように思われる。もと

平均 時間中に消費する食物の

はよ

もと

全量

が の等し

学の理論』

） サム

１図。家計

価格の変化

） ヴァリ

価格は，図

の増加は予

） ここでは

い部分に分けられるものと想像

日本経済評論社， 年，

エルソン『経済学（原書第８版

支出の横断面の分析である（奢侈

に触れてはいない）。

アン『入門ミクロ経済学』勁草

２の予算線の傾きで示されており

算線を外側に向かって平行移動さ

，相対価格の変化は無視されてい

しよう」（ ジェヴォンズ『

ページ），と。

）』上巻，岩波書店， 年，第

的項目の「定義」にあたって，

書房， 年， ページ。

，価格が固定されているとき，

せる。

る。『家計調査年報』において

経済

相対

相対

所得

は，

時系列で分

） 貯蓄する

蓄行動は，

わが国に

があまり貯

取り崩すラ

（北村行伸

ール 日本

） 国民経済

析しても，横断面で分析しても，

ために貯蓄し，貯蓄することに満

新古典派のいう「将来の消費のた

おける家計の貯蓄行動は，ライフ

蓄を取り崩さない遺産相続仮説に

イフサイクル仮説を満たす家計は

「２章 変わる家計の金融行動」，

の金融』東洋経済新報社， 年

計算のストックのデータである資

相対価格は変化する。

足を感じるように見える日本人

めの貯蓄」とは異なるものであ

サイクル仮説というよりも，高

近い（ ページ）。退職後に貯

，所得階層の下から ％のみで

鈴木淑夫・岡部光明編『実践ゼ

， ページ）。

産・負債残高のうち，「資産」

の貯

る。

齢者

蓄を

ある

ミナ

は，

有形資産（

って発生す

の負債）。ま

「国富」と呼

に等しい。

） 金融機関

行われたわ

式の資産と

） スミス

実物資産）と金融資産に分類され

るものである（例えば，預金は，

た，資産から負債を控除したバ

ばれることもあるものであり，

による不動産を担保とした融資や

が国で問題となるのは，土地の地

しての価格であった。

『国富論』 ，中央公論社，

，「負債」は，すべて金融取引

預金者の資産であると同時に，

ランス項目である「正味資産」

有形資産に対外純資産を加えた

法人による株式の相互持合いが

代や株式の配当ではなく，土地

年，第１篇第２章を参照。

によ

銀行

は，

もの

広く

や株

） ここでい

財産を持つ

居住の自由

（ ）

う「自由主義」とは，人々を封建

ことが権利として保障されており

がある社会は，表現の自由をもま

的拘束から解放した自由主義で

，職業の選択が自由であり，移

た必要とする。

ある。

動や


